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■
衛
生
制
度
を
見
る

　

防
衛
医
科
大
学
校
の
開
校
は
1
9
7
4

（
昭
和
49
）
年
の
こ
と
で
し
た
。
明
治
の
建

軍
当
初
こ
そ
、
陸
海
軍
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自

の
学
校
を
設
け
て
医
官
を
自
前
で
養
成
し

ま
し
た
が
、
そ
の
歴
史
は
短
い
も
の
に
な

り
ま
し
た
。
近
代
教
育
制
度
が
整
う
こ
と

で
、
大
学
医
学
部
や
医
学
専
門
学
校
の
在

校
生
や
医
師
免
許
を
も
つ
卒
業
生
か
ら
の

採
用
を
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。

　

以
後
、
教
育
制
度
が
整
う
に
し
た
が
い
、

現
役
軍
医
は
帝
国
大
学
医
学
部
、
官
立
医

科
大
学
、
官
立
医
学
専
門
学
校
な
ど
か
ら

採
用
し
ま
す
。
戦
時
動
員
に
備
え
て
有
資

格
者
に
は
、
兵
役
中
に
予
備
軍
医
と
し
て

の
素
養
を
与
え
て
い
き
ま
し
た
。
薬
剤
官

も
そ
の
重
要
性
を
認
め
ら
れ
て
、
や
は
り

大
学
薬
学
部
や
専
門
学
校
か
ら
の
採
用
が

整
え
ら
れ
ま
す
。

　

看
護
官
に
つ
い
て
は
、
看
護
卒
、
看
護

下
士
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
徴
兵
検
査
で

指
定
さ
れ
衛
戍
病
院
（
師
団
管
区
ご
と
に

1
つ
）
に
入
営
し
教
育
を
受
け
病
院
等
で

勤
務
す
る
人
と
、
他
兵
科
で
の
基
礎
訓
練

を
受
け
て
選
抜
さ
れ
て
病
院
で
研
修
を
受

け
て
隊
付
に
な
っ
た
人
も
い
ま
す
。
後
に

衛
生
兵
と
な
っ
て
少
佐
ま
で
進
む
道
も
で

き
ま
し
た
。

▲
軍
医
ノ
養
成
所
ニ
シ
テ
講
習
所
ニ
ア
ラ
ズ

　

最
初
の
軍
医
学
校
は
1
8
7
0
（
明
治

3
）
年
の
大
阪
軍
事
病
院
内
軍
医
学
校
で

し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
人
を
教
官
に
し
て
外
科

学
や
赤
十
字
社
規
則
な
ど
を
教
え
ま
し
た
。

　

1
8
7
2
（
明
治
5
）
年
に
は
東
京
に

軍
隊
医
事
行
政
を
司
る
軍
医
寮
と
、
軍
医

教
育
の
た
め
の
軍
医
学
舎
が
置
か
れ
ま

す
。
こ
の
と
き
の
職
員
令
に
よ
る
と
、
ド

イ
ツ
人
ホ
フ
マ
ン
が
教
師
と
し
て
招
か
れ
、

他
に
医
正
1
、
教
官
3
、
助
教
15
、
上
等

幹
事
2
（
軍
医
）、
下
等
幹
事
3
（
下
士
）

が
定
員
で
す
。
医
正
と
い
う
の
は
お
そ
ら

く
上
長
官
（
佐
官
）
に
あ
た
り
、
教
官
は

高
等
官
、
助
教
は
判
任
官
相
当
の
一
般
教

育
担
当
者
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

生
徒
の
志
願
者
は
17
歳
以
上
25
歳
ま
で

で
、
入
学
試
験
は
作
文
、
尺
牘
（
せ
き
と

く
）、
算
術
、
漢
学
、
本
邦
歴
史
及
万
国

歴
史
、
羅
旬
（
ラ
テ
ン
）
語・英
語・仏
語・

独
語
・
希
臘
（
ギ
リ
シ
ャ
）
語
の
う
ち
か

ら
1
つ
と
い
う
も
の
で
す
。
尺
牘
と
い
う

の
は
手
紙
文
の
こ
と
、
当
時
は
目
的
別
の

手
紙
を
書
か
せ
る
こ
と
で
教
養
や
知
識
が

試
せ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
外
国

語
は
何
で
も
良
く
、
理
系
の
科
目
が
算
術

し
か
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
が
時
代
を
表
し

て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
翌
明
治
6
年
、
学
舎
は
軍

医
学
校
と
改
称
さ
れ
、
入
試
科
目
は
作
文

以
下
歴
史
ま
で
に
加
え
て
、
窮
理
学
（
物

理
）、舎
蜜
学
（
化
学
）、解
剖
学
、生
理
学
、

病
理
学
、
薬
性
学
、
内
科
学
、
外
科
学
と

増
え
ま
し
た
。
諸
語
学
は
同
じ
で
す
。
た

だ
し
、
医
学
的
な
素
養
は
厳
し
く
査
定
し

な
い
で
良
い
と
い
う
但
し
書
き
が
付
い
て

い
ま
す
。

　

生
徒
へ
の
教
授
科
目
は
、
軍
隊
医
学
独

自
の
軍
陣
衛
生
学
、
陸
軍
病
院
竝
（
な
ら

び
に
）
屯
営
医
務
、
撰
兵
学
、
軍
陣
繃
帯

術
竝
野
営
医
則
、
陸
軍
病
院
内
実
験
な
ど

が
明
示
さ
れ
ま
す
。
徴
兵
検
査
に
あ
た
っ

て
の
「
撰
兵
学
」
も
軍
医
官
な
ら
で
は
の

医
学
で
す
。
こ
の
入
試
科
目
の
内
容
か
ら

は
、
医
学
に
志
す
若
者
た
ち
が
す
で
に
私

塾
な
ど
で
、
医
学
的
知
識
も
得
て
い
た
こ

と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　

軍
医
学
校
史
に
も
、「
前
記
軍
医
学
校
ハ

軍
医
ノ
養
成
所
ニ
シ
テ
軍
医
官
ノ
講
習
所

ニ
ア
ラ
ズ
」
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
頃
、石
黒
忠
悳
（
い
し
ぐ
ろ・た
だ
の
り
）

（
1
8
4
5
〜
1
9
4
1
年
）
2
等
軍
医

正
（
少
佐
相
当
官
）
は
、
軍
医
学
校
で
普

通
医
学
を
教
え
る
必
要
は
無
い
と
主
張
し

ま
し
た
。
い
よ
い
よ
教
育
が
進
ん
で
い
る

文
部
省
管
下
の
医
学
校
在
校
生
か
ら
軍
医

生
徒
を
採
用
す
べ
し
、
陸
軍
に
入
っ
て
か

ら
軍
事
医
学
を
教
え
れ
ば
良
い
と
い
う
の

で
す
。
こ
れ
が
容
れ
ら
れ
て
、
1
8
7
7

（
明
治
10
）
年
3
月
に
在
校
生
の
卒
業
と

同
時
に
学
校
は
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
。

▲
「
医
制
」
が
出
さ
れ
る

　

1
8
7
4
（
明
治
7
）
年
の
こ
と
で
し

た
。
内
務
省
は
近
代
的
な
医
療
制
度
を
確

立
す
る
為
に
「
医
制
」
と
い
わ
れ
る
大
方

針
を
立
て
ま
し
た
。

⑴ 

西
洋
医
学
の
採
用

⑵ 

医
師
養
成
と
免
許
制
度

⑶ 

医
療
機
関
の
設
立
と
規
制

⑷ 

薬
事
管
理
と
医
薬
分
業

⑸ 

公
共
衛
生
の
整
備

　

こ
れ
に
よ
っ
て
改
革
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
近
世
江
戸
時
代
の
漢
方
医
は
大
き
な

打
撃
を
受
け
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
は
医

師
は
誰
で
も
が
な
れ
た
と
言
っ
て
は
語
弊

が
あ
り
ま
す
が
、
全
国
的
な
医
師
免
許
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
漢
方
の
医
書
を
読

み
、
高
名
な
開
業
医
の
下
で
修
業
を
積
む
、

そ
う
し
て
医
師
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

各
大
名
家
に
は
士
分
の
医
官
が
お
り
ま
し

た
が
、
こ
の
人
た
ち
は
修
業
の
た
め
に
京

や
江
戸
、
長
崎
な
ど
で
学
び
ま
す
。
最
高

陸
軍
史
の
窓
か
ら
（
第
19
回
）

陸
軍
衛
生
制
度
史
（
前
段
）

荒
木　

肇
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に
権
威
が
あ
っ
た
の
は
、
や
は
り
幕
府
の

奥
医
師
で
し
た
。
彼
ら
は
「
医
学
館
」
と

い
わ
れ
た
漢
方
医
学
の
殿
堂
で
学
び
、
家

業
を
継
承
し
ま
し
た
。

　

面
白
い
の
は
「
学
医
は
匙さ

じ
が
ま
わ
ら
ぬ
」

と
い
う
言
い
方
が
あ
り
、
知
識
だ
け
（
学

医
）
で
は
臨
床
が
上
手
い
わ
け
で
は
な
い
、

薬
匙
の
加
減
は
勘
と
経
験
が
大
切
だ
と
い

う
考
え
方
が
あ
っ
た
こ
と
で
す
。
幕
末
だ

け
で
な
く
、
江
戸
中
期
以
降
は
民
間
医
師

か
ら
の
抜
擢
も
あ
り
ま
し
た
。

　

薬
に
つ
い
て
は
、
城
下
町
や
大
き
な
宿

場
町
な
ら
「
生き

薬
ぐ
す
り

屋や

」
と
い
う
漢
方
や
蘭

方
の
薬
種
を
扱
う
店
が
あ
り
、
医
師
は
そ

れ
ら
を
調
合
し
て
患
者
に
投
与
し
ま
す
。

医
師
は
薬
剤
師
を
兼
ね
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
病
院
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
施
設
は
少

な
く
、
維
新
後
に
は
陸
軍
病
院
と
海
軍
病

院
、
維
新
後
は
廃
藩
置
県
ま
で
は
藩
立
病

院
な
ど
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

1
8
7
5
（
明
治
8
）
年
に
は
医
学
教

育
は
内
務
省
衛
生
局
の
所
管
に
な
り
ま
し

た
。

▲
大
学
東
校

　

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
す

が
、
幕
末
に
は
洋
式
の
幕
府
陸
海
軍
が
あ

り
ま
し
た
。
西
洋
医
学
を
学
ぶ
幕
府
立
の

「
医
学
所
」
と
い
う
学
校
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
洋よ

う

書し
ょ

調
し
ら
べ

所し
ょ

と
い
う
外
国
情
報
を
扱
い
、

外
国
語
教
育
を
行
う
組
織
も
あ
り
ま
し
た
。

　

幕
府
最
後
の
時
期
に
医
学
所
の
中
心
に

な
っ
て
い
た
の
は
松ま

つ

本も
と

良
り
ょ
う

順じ
ゅ
ん（

1
8
3

2
〜
1
9
0
7
年
）
で
す
。
高
名
な
佐
倉

順
天
堂
（
千
葉
県
）
を
創
っ
た
蘭
方
医
佐

藤
泰
然
の
次
男
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
幕
府

奥
医
師
松
本
家
に
婿
入
り
し
ま
す
。
父
親

同
士
が
蘭
方
医
学
の
親
し
い
仲
間
で
し

た
。
良
順
と
い
う
名
前
は
維
新
後
に
「
順
」

に
改
め
ま
し
た
。

　

松
本
は
1
8
5
7
（
安
政
4
）
年
に
、

幕
府
が
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
教
官
を
招
い
た
海

軍
伝
習
隊
（
第
2
次
）
の
一
人
と
し
て
長

崎
に
向
か
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
オ
ラ
ン
ダ

海
軍
2
等
軍
医
ポ
ン
ぺ
（
1
8
2
9
〜
1

9
0
8
年
）
と
出
会
い
ま
す
。
彼
は
ユ
ト

レ
ヒ
ト
軍
医
学
校
卒
の
誠
実
な
青
年
軍
医

で
し
た
。
松
本
は
彼
と
協
力
し
て
長
崎
に

養
生
所
（
病
院
）
と
医
学
所
（
医
師
養
成

学
校
）
を
設
け
ま
す
。
そ
こ
で
は
ポ
ン
ぺ

の
頑
固
な
ま
で
の
体
系
的
医
学
に
こ
だ
わ

る
教
育
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
そ
れ

ま
で
の
シ
ー
ボ
ル
ト
（
1
7
9
6
〜
1 
8 

6 

6
年
）
の
教
え
を
受
け
た
世
代
の
医
師

と
は
大
き
な
違
い
で
す
。

　

松
本
は
急
逝
し
た
緒お

方が
た

洪こ
う

庵あ
ん（

1
8
1

0
〜
1
8
6
3
年
）
の
後
任
と
し
て
医
学

所
の
頭
取
に
な
り
ま
す
。
緒
方
洪
庵
は
偉

大
な
事
績
（
私
塾
「
適
塾
」
で
多
く
の
俊

才
を
世
に
出
し
ま
す
）
で
有
名
で
す
が
、

そ
の
晩
年
幕
府
奥
医
師
と
な
り
医
学
所
を

預
か
り
ま
す
。
興
味
深
い
の
は
、
後
任
の

松
本
が
緒
方
の
外
国
語
学
中
心
の
教
育
方

針
を
覆
し
、
医
学
修
業
最
優
先
の
場
に
し

た
こ
と
で
す
。

　

わ
が
近
代
陸
軍
の
父
で
あ
る
大
村
益
次

郎
も
適
塾
で
学
ん
だ
医
師
で
し
た
が
、
そ

の
高
い
語
学
能
力
と
総
合
力
か
ら
兵
学
の

大
家
と
な
り
ま
し
た
。
福
沢
諭
吉
も
同
じ

で
す
。
多
く
の
塾
生
は
医
学
の
修
業
専
一

と
考
え
て
は
い
な
か
っ
た
し
、
緒
方
洪
庵

も
そ
れ
で
良
し
と
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

は
間
違
っ
て
い
る
、
語
学
に
励
む
の
は
医

学
書
を
読
む
た
め
だ
と
い
う
の
が
松
本
順

で
し
た
。
幕
府
崩
壊
後
、
医
学
所
は
洋
書

調
所
の
後
身
で
あ
る
開
成
学
校
と
合
体
し

て
大
学
東
校
と
な
り
ま
し
た
。

　

明
治
に
な
っ
て
も
医
学
所
は
全
国
医
学

の
先
進
校
で
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
よ
り
進
ん

で
い
た
ド
イ
ツ
医
学
の
採
用
も
す
ぐ
に
行

い
ま
す
。
こ
の
医
学
所
は
官
立
東
京
医
学

校
と
な
り
、
後
に
東
京
大
学
医
学
部
と
な

り
ま
し
た
（
帝
国
大
学
と
な
っ
た
の
は
1

8
8
6
年
の
「
帝
国
大
学
令
」
に
よ
る
）。

▲
医
学
校
の
軍
医
生
徒

　

1
8
8
1
（
明
治
14
）
年
に
東
京
医
学

校
在
学
生
が
軍
医
生
徒
に
採
用
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
時
の
8
名
が
第
1
回
生
で
し
た
。

小
池
正ま

さ
直な

お（
1
8
5
4
〜
1
9
1
4
年
）、

谷
口
謙け

ん
（
1
8
5
6
〜
1
9
2
9
年
）、

菊
池
常

じ
ょ
う

三ざ
ぶ

郎ろ
う

（
1
8
5
5
〜
1
9
2
1

年
）、
賀か

古こ

鶴つ
る

所ど

（
1
8
5
5
〜
1
9
3

1
年
）
な
ど
の
軍
医
生
徒
が
同
年
に
卒
業

し
ま
す
。

　

彼
ら
と
並
ん
で
、
同
期
生
に
は
卒
業
後

に
採
用
さ
れ
た
森
林
太
郎
（
鴎
外
1
8
6

2
〜
1
9
2
2
年
）
と
い
う
名
前
も
あ
り

ま
す
。
彼
ら
の
ほ
と
ん
ど
が
各
藩
の
医
官

の
息
子
で
あ
り
、
い
わ
ば
家
業
を
継
い
だ

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

小
池
は
1
8
8
8
（
明
治
21
）
年
に
ド

イ
ツ
で
内
科
を
学
び
、
谷
口
も
菊
池
も
86

年
に
ド
イ
ツ
留
学
し
、
谷
口
は
病
理
学
、

菊
池
は
外
科
を
、
賀
古
は
小
池
と
同
行
し
、

耳
鼻
咽
喉
科
の
研
究
を
行
い
ま
す
。
森
は

皆
よ
り
早
く
84
年
に
ド
イ
ツ
に
赴
き
、
衛

生
学
（
栄
養
学
を
含
む
）
を
学
び
ま
す
。

彼
ら
の
世
代
こ
そ
、
日
清
戦
争
で
は
中
佐

級
で
兵
站
軍
医
部
長
な
ど
を
務
め
、
日
露

戦
争
で
は
大
佐
・
少
将
級
に
な
っ
て
軍
軍

医
部
長
な
ど
で
戦
功
を
挙
げ
た
人
た
ち
で

す
。

　

さ
て
、
1
8
7
6
（
明
治
9
）
年
か
ら

1
8
8
5
（
同
18
）
年
ま
で
の
東
京
大
学

卒
業
生
数
を
ま
と
め
て
み
ま
す
。
法
学
部

62
名
、
医
学
部
2
1
5
名
、
理
学
部
1 

4

9
名
、
文
学
部
47
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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1
8
8
1
年
の
卒
業
生
数
だ
け
見
る
と
医

学
部
は
39
名
で
す
（
諸
説
あ
り
30
名
と
い

う
数
字
も
あ
り
）。
う
ち
8
名
が
陸
軍
軍

医
と
な
っ
て
い
ま
す
。
い
か
に
陸
軍
が
貴

重
な
人
材
を
獲
得
し
た
か
が
分
か
り
ま
す
。

▲
軍
医
部
の
官
名

　

1
8
7
2
（
明
治
5
）
年
1
月
20
日
に

「
陸
軍
職
制
」
が
出
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
に

は
1
等・陸
軍
卿
、
2
等・大
将
以
下
13
等・

軍
曹
ま
で
階
級
名
が
あ
り
ま
し
た
。
同
年

10
月
に
は
改
正
さ
れ
て
、
1
等
・
元
帥
、

2
等
・
大
将
以
下
14
等
・
伍
長
ま
で
が
記

録
に
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、こ
れ
は「
職
名
」

で
あ
っ
て
「
官
階
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

翌
明
治
6
年
5
月
に
は
元
帥
が
削
除
さ

れ
、
大
尉
ま
で
を
奏
任
官
と
す
る
制
度
が

決
ま
り
ま
し
た
（
後
に
少
尉
以
上
）。
こ

こ
で
「
武
官
官
等
表
」
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

軍
医
部
に
は
3
等
・
軍
医
総
監
（
少
将

相
当
）、4
等・軍
医
監
（
大
佐
同
）、5
等・

1
等
軍
医
正
（
中
佐
同
）、
6
等
・
2
等

軍
医
正
（
少
佐
同
）、
7
等
・
軍
医
（
1
・

2
等
に
分
か
れ
る
、
大
尉
同
）、
8
等
・

軍
医
副
（
前
同
、
中
尉
相
当
官
）、
9
等
・

軍
医
補
（
少
尉
同
）
が
お
か
れ
ま
す
。

　

薬
剤
官
も
こ
の
と
き
、
4
等
・
薬
剤
監

（
大
佐
相
当
）、
5
等
・
1
等
薬
剤
正
（
中

佐
同
）、
6
等
・
2
等
薬
剤
正
（
少
佐
同
）、

7
等
・
薬
剤
官
（
大
尉
同
）、
8
等
・
薬

剤
官
副
（
中
尉
同
）、9
等・薬
剤
官
補
（
少

尉
同
）
と
あ
り
ま
す
。
興
味
深
い
の
は
当

時
の
機
動
力
の
主
力
だ
っ
た
軍
馬
の
管
理

で
す
。
馬
医
部
（
の
ち
に
獣
医
部
）
に
は
、

6
等
・
少
佐
相
当
の
馬
医
正
、
7
等
・
大

尉
同
馬
医
、8
等・中
尉
同
馬
医
副
、9
等・

少
尉
同
馬
医
副
が
あ
り
ま
す
。

　

建
軍
当
初
は
「
何
事
に
よ
ら
ず
フ
ラ
ン

ス
式
を
採
用
す
る
」
が
大
方
針
で
す
。
当

時
の
陸
軍
軍
制
に
大
き
な
影
響
を
も
っ
た

の
は
幕
府
留
学
生
の
経
歴
を
も
つ
西に

し

周
あ
ま
ね

（
1
8
2
9
〜
1
8
9
7
年
）
で
し
た
。

西
は
石
見
国
津
和
野
藩
の
藩
医
の
家
に
生

ま
れ
（
森
林
太
郎
・
鴎
外
の
藩
医
森
家
か

ら
出
て
藩
医
西
家
を
継
ぎ
ま
し
た
）、
幕

臣
に
登
用
さ
れ
オ
ラ
ン
ダ
へ
留
学
し
ま

す
。
こ
の
人
は
多
才
で
有
能
、
兵
部
省
、

陸
軍
省
で
腕
を
ふ
る
い
ま
し
た
が
、
フ
ラ

ン
ス
の
陸
軍
軍
医
部
に
つ
い
て
調
査
し
ま

し
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
軍
で
は
軍
医
部
は
監
督
部
の

下
に
あ
り
、
そ
の
ト
ッ
プ
は
メ
デ
ィ
シ
ン・

イ
ン
ス
ペ
ク
ト
ー
ル
と
い
う
大
佐
相
当
官

で
西
は
「
軍
医
監
」
と
い
う
訳
語
を
創
り

ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
軍
医
た
ち
は
監
督
部

な
ど
に
管
理
さ
れ
て
た
ま
る
も
の
か
と
い

う
わ
け
で
す
。
監
督
部
は
上
長
官
（
佐
官
）

以
上
で
す
が
、
後
に
経
理
部
と
な
る
も
の

で
し
た
。
ち
な
み
に
経
理
を
扱
う
尉
官
級

は
「
軍
吏
部
」
と
い
い
ま
し
た
。

　

第
一
、
維
新
以
来
の
功
業
者
で
あ
り
、

西
洋
医
学
の
大
元
松
本
順
が
大
佐
で
良
い

の
か
と
い
う
意
見
も
高
ま
り
、
な
ん
と
メ

デ
ィ
シ
ン
・
イ
ン
ス
ペ
ク
ト
ー
ル
・
ゼ
ネ

ラ
ル
と
い
う
官
名
を
創
り
、
そ
れ
に
「
軍

医
総
監
」
と
い
う
訳
語
を
当
て
ま
し
た
。

軍
医
総
監
は
少
将
相
当
で
あ
り
、
軍
医
監

は
大
佐
同
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
軍
医
将
校
」
と
し
、
官
名
も

軍
医
大
佐
、
軍
医
少
尉
と
で
き
な
い
か
と

い
う
意
見
も
出
た
よ
う
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

こ
れ
に
は
兵
科
将
校
た
ち
か
ら
異
見
が
出

ま
す
。「
将
校
」
と
い
う
の
は
「
軍
隊
指

揮
権
」
を
も
つ
高
等
武
官
で
あ
り
、
医
官

に
武
力
行
使
を
任
と
す
る
軍
隊
を
指
揮
で

き
る
の
か
と
い
う
の
で
す
。
戦
時
動
員
が

さ
れ
る
と
「
衛
生
隊
（
担
架
中
隊
や
搬
送

中
隊
な
ど
が
あ
る
）」
と
い
う
軍
隊
を
編

成
し
ま
す
が
、
そ
の
指
揮
官
に
も
兵
科
将

校
が
補
任
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
医
官
の
階
級
呼
称
も
将
校
と
同
じ
に

は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

医
学
部
出
身
第
1
期
生
の
森
林
太
郎
た

ち
は
、卒
業
し
て
す
ぐ
に
陸
軍
軍
医
副
（
中

尉
相
当
）
に
任
官
し
た
わ
け
で
す
。

▲
「
べ
ろ
出
し
軍
医
」

　

軍
医
部
の
マ
ー
ク
は
白
い
盾
の
中
に
赤

い
一
文
字
が
あ
り
ま
し
た
。
実
は
赤
十
字

を
採
用
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
1
8
7

1
（
明
治
4
）
年
、
太
政
官
か
ら
「
十
字

と
は
耶
蘇
（
キ
リ
ス
ト
教
）
の
印
」
だ
と

ク
レ
ー
ム
が
付
き
ま
す
。
そ
こ
で
石
黒
忠

悳
が
い
ず
れ
赤
十
字
に
加
盟
し
た
ら
縦
線

を
加
え
れ
ば
い
い
と
赤
一
文
字
を
制
定
し

ま
し
た
。

　

軍
医
た
ち
は
帽
子
の
正
章
に
も
、
左
ひ

じ
に
も
こ
れ
を
付
け
ま
す
。
口
か
ら
舌
を

出
し
て
い
る
よ
う
だ
と
い
わ
れ
、「
べ
ろ
出

し
軍
医
」
と
か
ら
か
わ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
な
お
、
薬
剤
官
は
赤
線
が
無
く

白
い
盾
だ
け
で
し
た
。

　

な
お
、
1
8
7
5
（
明
治
8
）
年
に
は

肋
骨
服
と
し
て
知
ら
れ
る
軍
衣
が
指
定
さ

初代軍医総監 松本 順

明
治
4
年
制
定
「
御
親
兵
歩
兵
隊
附
軍
医
正
服
」

（
中
尉
相
当
）
赤
い
帽
子
が
御
親
兵
（
近
衛
）
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れ
ま
す
が
、
そ
の
略
帽
（
通
常
勤
務
に
使

う
帽
子
）
に
は
軍
医
部
の
定
色
で
あ
る
深

緑
が
巻
か
れ
ま
す
。

　

赤
十
字
へ
の
改
定
は
1
8
8
6
（
明
治

19
）
年
の
こ
と
で
し
た
。
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条

約
に
加
盟
し
た
わ
が
国
は
赤
十
字
を
使
う

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

★
写
真
は
い
ず
れ
も
『
陸
軍
軍
医
学
校

五
十
年
史
』、
1
9
3
6
（
昭
和
11
）
年
、

陸
軍
軍
医
学
校
か
ら
で
す
。

■
寮
生
活
で
異
文
化
を
学
ぶ
、
グ
ロ
ー
バ

ル
ハ
ウ
ス

　

前
回
軽
く
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
、

私
が
所
属
し
て
い
る
様
々
な
言
語
を
学
ぶ

学
生
が
同
じ
寮
に
暮
ら
す
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

つ
い
て
、
今
回
も
少
し
お
話
し
ま
す
。

　

前
学
期
、
私
は
日
本
語
や
日
本
文
化
を

学
び
、大
学
全
体
に
紹
介
す
る
た
め
の
チ
ー

ム
の
他
に
、
異
文
化
体
験
に
つ
い
て
考
え

る
週
一
回
の
授
業
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
は
、
直
接
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
か
、
そ
れ
と
も
間
接
的
な

表
現
を
好
む
か
ど
う
か
、
言
葉
を
発
さ
な

く
て
も
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
や
暗
黙
の
了
解
を

基
に
意
思
疎
通
が
成
立
す
る
高
文
脈
文
化

と
、
対
照
的
に
言
葉
に
さ
れ
て
い
な
い
内

容
は
伝
わ
ら
な
い
低
文
脈
文
化
な
ど
、
文

化
の
比
較
に
使
わ
れ
る
指
標
を
学
び
ま
し

た
。

　

私
を
含
め
受
講
者
は
3
人
し
か
い
な
い
、

こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
あ
る
意
味
と
て
も
贅

沢
な
授
業
を
通
じ
て
、
ど
ん
な
こ
と
が
異

文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
妨

げ
や
誤
解
に
つ
な
が
る
の
か
と
い
う
こ
と

を
考
え
続
け
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

仮
に
一
つ
の
文
化
圏
で
は
評
価
さ
れ
る

行
い
で
あ
っ
て
も
、
別
の
文
化
圏
で
は
眉

を
ひ
そ
め
ら
れ
る
行
動
に
変
わ
っ
て
し

ま
っ
た
り
す
る
こ
と
も
学
ん
だ
ほ
か
、
国

や
地
域
に
よ
っ
て
、
歴
史
的
背
景
の
違
い

か
ら
、
大
切
に
す
る
も
の
が
異
な
る
こ
と

を
議
論
し
ま
し
た
。
例
え
ば
、自
分
が
育
っ

た
文
化
圏
で
「
一
番
連
帯
感
が
強
ま
る
瞬

間
」
と
い
う
話
題
で
は
、
ロ
シ
ア
人
の
ク

ラ
ス
メ
イ
ト
は
、
ロ
シ
ア
が
ナ
チ
ス
に
よ

る
侵
攻
に
勝
利
し
た
日
を
大
事
に
し
、
そ

の
日
が
一
番
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
で
の
結
束

が
強
ま
る
こ
と
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

彼
女
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
す
る
自
国
ロ

シ
ア
に
よ
る
侵
攻
に
は
、
強
い
嫌
悪
感
を

露
わ
に
し
つ
つ
も
、
多
く
の
ロ
シ
ア
人
が

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
自
国
の
攻
撃
を
正
当
化

す
る
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
過
去
の
歴
史

的
な
自
国
の
領
土
へ
の
意
識
の
強
さ
が
行

き
過
ぎ
た
防
衛
意
識
や
拡
大
へ
の
執
着
に

つ
な
が
っ
た
と
い
う
点
も
あ
る
の
か
も
し

れ
な
い
、
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
、

政
府
に
よ
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
影
響
と
言

え
る
も
の
な
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

他
の
文
化
圏
か
ら
は
、
明
ら
か
に
不
健
全

な
拡
大
主
義
に
よ
る
国
際
秩
序
を
無
視
し

た
破
壊
行
為
に
映
る
と
し
て
も
、
ロ
シ
ア

人
に
と
っ
て
は
全
く
異
な
る
景
色
に
見
え

て
い
る
と
い
う
理
由
を
う
か
が
い
知
る
こ

と
が
で
き
、
大
変
印
象
深
く
感
じ
ま
し
た
。

　

個
人
的
な
話
に
は
な
り
ま
す
が
、
私
に

と
っ
て
ア
メ
リ
カ
で
の
生
活
は
、
子
ど
も

時
代
か
ら
合
わ
せ
て
こ
の
夏
で
計
7
年
目

を
迎
え
ま
す
。
そ
れ
で
も
現
地
の
学
生
と

同
じ
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
の
社
会
問
題
を
捉

え
る
こ
と
は
、
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ア
メ
リ
カ
の
土
地
に
根
付
い
た
、
人
種
や

収
入
の
格
差
と
い
っ
た
問
題
を
自
分
事
と

し
て
感
じ
る
こ
と
は
完
全
に
は
で
き
な
い

よ
う
に
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

ど
う
し
て
も
、
差
別
の
部
分
や
各
地
域
に

根
付
く
出
来
事
の
一
つ
ひ
と
つ
が
、
そ
こ

で
生
ま
れ
育
っ
た
人
の
意
見
や
常
識
を
形

成
す
る
か
ら
だ
と
も
、
月
日
を
重
ね
る
ご

と
に
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
言
い

換
え
れ
ば
、
ど
の
文
化
圏
に
も
、
き
っ
と

他
の
場
所
で
育
っ
た
人
に
は
完
全
に
は
見

え
な
い
景
色
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

同
じ
よ
う
に
、
私
自
身
が
日
本
文
化
の

良
さ
を
ア
メ
リ
カ
人
に
伝
え
る
際
に
も
、

ア
メ
リ
カ
で
寿
司
と
言
え
ば
「
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
・
ロ
ー
ル
」
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る

よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
ナ
イ
ズ
さ
れ
た
表
現

で
し
か
相
手
に
伝
わ
ら
な
い
も
ど
か
し
さ

も
ず
っ
と
感
じ
て
き
ま
し
た
。
漫
画
や
ア

ニ
メ
に
登
場
す
る
よ
う
な
日
本
の
話
で
は

紫
紺
色
の
鎮
台
歩
兵
隊
附
軍
医
正
服

明
治
8
年
制
定
の
肋
骨
服
の
軍
医
軍
服

（
大
尉
相
当
）

看護卒の医療背嚢
に付く赤一文字

豆
の
町
（
ビ
ー
ン
タ
ウ
ン
）
か
ら

　

こ
ん
に
ち
は
（
第
9
回
）

会
員
家
族　

住
井　

円
香




